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所属１ :
所属２ :
自覚１ :
投薬１ :

ORユーザー : 医師の確認を要す

気温 : 25 °C
気圧 : 760 mmHg
測定体位 :
咳 :
痰 :
状態 :
喫煙歴 :
禁 煙 歴 :
気管支拡張剤 :

医師１ :
医師２ :
技師１ :
技師２ :

コメント１ :
コメント２ :

肺気量分画・残気量
        単  位  実測値  予測値  予測率 
VC L 5.19 4.90 105.9%
TV L 0.51
ERV L 2.38
IRV L 2.30
IC L 2.81
FRC
RV
TLC
RV/TLC

強制呼出曲線・フローボリューム
        単  位  実測値  予測値  予測率 
FVC L 5.11 4.78 106.9%
FEV1 L 4.56 4.11 110.9%
FEV1%G % 89.23 85.86 103.9%
FEV1%T % 87.86 83.54 105.1%
MMEF L/sec 5.29 4.54 116.5%
AT % 1.54
PEF L/sec 10.20 9.46 107.8%
･
V50 L/sec 6.87 5.37 127.9%
･
V25 L/sec 2.64 2.35 112.3%
･
V50

･
/V25 2.60

･
V25/H L/sec/m 1.45 1.33 109.0%

分時・最大換気量・基礎代謝量
        単  位  実測値  予測値  予測率 
MV
RR
MVV
･
VO2 (STPD)
BM
BMR

クロージング・ガス不均等
        単  位  実測値  予測値  予測率 
CV
CC
CV/VC
CC/TLC (CV)
⊿N 2
ADS
N2-END
N2-PMI
⊿N 2

肺拡散能力
        単  位  実測値  予測値  予測率 
DLCO'
DLCO'/VA'
DLCO
DLCO/VA
VA' (STPD)
VA (STPD)

スパイログラムは正常です

じん肺法判定 F(-)         
FEV1%G 89.23% %FEV1 110.94% %VC 105.91%
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[換気障害区分図表]
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[COPD病期分類区分図表]
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ＩＤ：3  氏名：

男  45歳  182ｃｍ  75ｋｇ 測定日：2025年2月25日

◇１秒量による肺年齢・COPD評価

あなたの肺年齢は、29歳 (-16歳) です。

コメント：異常なし

肺疾患の可能性は低いです。同性同年代の平均値に比べて数値が良く、
今後も定期的な呼吸機能検査を続けて健康を維持してください。

＊肺年齢の評価は目安ですので、

 最終的には医師の診断を要します

           実測値  予測値   ％

１秒量(L) :  4.56    4.11   110.9

１秒率(%) : 89.23   85.86   103.9

異常なし境界領域
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肺疾患の疑い

COPDの疑い
<要経過観察/生活改善>

％100805030

COPDの疑い
<要医療/精検>

１
秒
率

％１秒量

◆

 性  別 ： 男

 年  齢 ：45歳

 身  長 ：182ｃｍ

 体  重 ：75ｋｇ

 ＢＭＩ ：22.6

 喫煙歴 ：

     ：

喫煙指数：

１秒量
FEV1(L)

年齢

6.00

0.00

18 95

45歳 (実年齢)

4.11
(予測値)

□

29歳 (肺年齢)

4.56
(実測値)

★

◇％肺活量による拘束性換気障害評価

      実測値  予測値   ％

肺活量(L):  5.19    4.90   105.9

コメント：異常なし

％肺活量

拘束性換気障害の疑い

20 80

異常なし

％100

◆

※レポート内の予測値は、日本呼吸器学会(JRS)肺生理専門委員会(2001)の標準回帰式から求めています。（検査装置の予測値と異なる場合があります。）


